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                                     令和７年９月９日 

保護者の皆様 

                                     白山市立松任中学校   

                                                                       校長  東海林 幸男 

 

『 前期 学校教育診断票（学校評価アンケート）』の結果について 

 

  初秋の候，保護者の皆様方には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。また、日頃より本校の教育活

動に格別なるご理解ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。                  

 さて、本校では「生き方を学び合おう、高め合おう －生徒も先生も保護者も－」を校訓として、教育

活動を進めております。生徒・保護者の皆様へのアンケート調査等を分析し、前期自己評価を行いまし

た。 

 つきましては、保護者の皆様にアンケート調査等の分析結果についてお知らせし、本校へのご理解の一

助としていただければ幸いです。 

                                        

    

 

 

   

【質問項目に対する集計より（抜粋）】                                            

 
（１）達成感を持たせる授業   

生徒、教職員ともにa、ｂの肯定的回    

答の合計は９割を超えており、目標は 

概ね達成しているといえます。授業で 

は、その時間に付けたい力は何かを生 

徒と共有し、一人一人にどれくらい身 

についているかを見取り、できたと実 

感できるような手立てを考えていきま 

す。 

 

（２）学習規律の徹底 

 生徒と教職員の肯定的回答の割合に差 

が見られ、生徒の意識の向上が課題とい 

えます。授業では、話し手を意識して 

聴いて反応している生徒のよい姿を認 

め価値付けることで、生徒全体の聴く 

力やコミュニケーション能力も向上す 

るよう指導していきます。 

 

（３）家庭学習の習慣化 

  生徒のa、ｂの肯定的回答の合計は 

８０％となり、概ね良好な結果だと考え 

ます。家庭学習を生徒の主体的な取組に 

するために、今後も学年に応じた家庭 

学習指導を計画的に実施していきます。  

 

（４）読書活動の充実    

  1学期の本の貸し出し冊数は昨年より 

減少しました。ビブリオバトルや先生に 

よる本の紹介は今後も継続して行い、各 

教科の授業での図書館の利用や、図書委 

員会による取組を工夫し、本に触れる機 

会を増やしていきます。 

a：あてはまる                  

b：どちらかといえばあてはまる 

c：どちらかといえばあてはまらない  

d：あてはまらない 
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教職員：指導内容を正しくとらえ、ゴールのイメージを持っている。
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生 徒：授業では、話し手を意識して聴き、反応している。

教職員：授業では、話し手を意識して聴き、反応するように指導して

いる。
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（５）道徳教育の充実 

   a、ｂの肯定的回答の合計は生徒98％ 

教職員98％といずれも高い評価といえま 

す。道徳科の授業だけでなく学校行事や 

地域との交流の場面でも思いやりの心を 

育むことができるように、日頃から教職 

員が声かけできるよう心がけていきます。 

  

（６）安心して過ごせる学校づくり 

  生徒のｄの回答は３％でした。全ての生 

徒が安心して過ごすことができることを目 

標に取り組んでいきます。毎日の生活の記 

録（デイリーライフ）やアンケート、観察 

から生徒の実態を学年で把握し、いじめの 

早期発見、早期対応に努めていきます。今 

年度より「生徒指導だより」をTetoruにて 

配信しています。 

また、月に２回程度終礼前に「まっトーク」 

の時間を設定し、人間関係づくりトレーニング 

をしていきます。 

 

（７）規範意識の醸成 

  生徒のaの回答は７割です。ルールを守 

る意義について生徒に考えさせる場面を 

作ることで、主体的に行動できるように 

促していきます。また教職員間でも指導 

に差(根拠に基づいた生徒指導だより)が 

生じないように情報交換をしていきます。 

 

（８）特別活動の充実 

   学級討議，生徒議会，生徒総会を順序 

 立てて実施することで生徒一人ひとりが 

 生徒会の一員であることを認識すること 

 ができました。生徒同士のつながりが深 

まってくる2学期には行事が集中するので 

全校で協力しながら充実した活動につな 

げていきます。 

 

【保護者アンケート 自由記述より（抜粋）】 

○ 今の夏はだんだんと暑くなりすぎているので生徒たちの体調を第一に臨機応変に対応してほしい。女子生徒

はスカートの中に短パンジャージを履くことを勧められているが、暑すぎる。男子も長ズボンだけで暑いと

思います。最上階だと更にあついので、7月はジャージだけで過ごすことを許可してもらえるだけでもかなり

助かります。 

→ 運動会も９月末に控えておりますので、９月２日～運動会終了まで体操服登校とします。来年度以降の体操

服登校については検討していきます。 

○ 松南小校下にて、登下校時にヘルメット着用していない生徒をしばしばみかけます。(40%ほどでしょうか。)

中には、3年生で登校中スマホを触りながら自転車に乗っている子もみました。姉が松任中に通っていた6年

ほど前は、ほとんどの生徒がヘルメットを着用していました。親にももちろん責任はありますが、中学校の

取り組み自体変わったのでしょうか。 

→ ご意見をいたきありがとうございます。ヘルメットの着用については、日々指導をしていきたいと考えてい

ます。スマホ等を持ってこない等の規範意識を高めることが学校現場で必要です。教職員一同、高い意識を

持って子どもたちと向き会いたいと考えます。本校の教育活動にご協力をお願いいたします。 

○ ３年での進路指導では遅いと思うので高校紹介などは2年から初めても良いのではと思います 

→ 進路学習については各学年で実施しています。高校紹介など具体的には、総合的な学習の時間に２学期には

上級学校調べ、３学期には市内の高校の職員による上級学校説明会を行っています。 
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